
ICT 活用 TIPS 重力加速度の測定 
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授業実施時に必要な環境→ インターネット接続 〇 １人１台端末 〇 
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小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等 理科（物理基礎） 

  〇  活用が想定される場面 演示実験・生徒実験 

 

 
 

機器 （教員）PC （生徒）スマートフォン、タブレット 

ソフトウェア（アプリ）  

ロイロノート・スクール、Excel、Act Shot（無料） 

 

何を使う 

 

（ロイロノート・スクール） 

・実験手順を配信することで、説明時間を短縮できる。 

・画像ファイルや Excel ファイルを多方向で送受信できる。 

・実験結果や考察の共有を行い、学びを深め合うことができる。 

（Excel）  ・測定したデータからグラフを作成できる。 

（Act Shot）・動画ファイルをコマ送り写真に変換できる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

高校 物理基礎「自由落下」 

 
 
 
 
 
 
 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 記録タイマーを用いて変位を測定する。（記録タイマーの購入が必須） 

○ 方眼紙を用いて測定値からグラフを作成する。 

【 After 】 メリット 

○ スマートフォンを用いて動画撮影を行い、アプリでコマ送りの写真に変

換することで変位を測定できる。 

○ 得られた結果と考察を共有し、生徒同士でお互いの考えに触れあう学び

が育成される。 

〇 実験手順や Excel ファイルを配信・活用することで時間短縮ができ、  

上記の内容を１時間の授業時間内に実施することができる。 
 


